
令和６年度第１回草加市みんなでまちづくり会議 

議 事 録 

 

 

 

１ 開催日時 

  令和６年８月１９日（月）午後３時～午後５時 

２ 開催場所 

  みんなの家 陽だまり 

３ 出席者 

 ⑴ 参加者 １６人（みんなの家 陽だまりのスタッフを含む） 

 ⑵ 進行  熊谷市市民活動センター センター長  

       立正大学・地域連携コーディネーター 生越 康治 氏 

 ⑶ 事務局 みんなでまちづくり課：板橋課長、阿部課長補佐、田沼主査、水内主事、長谷川主事、インターン

シップ実習生 

４ 会議の議題 

  次世代につなぐ たまり場づくり 

５ 公開・非公開の別 

  公開 

６ 傍聴者数  

  ２人 

７ 議事録署名人 

  長谷川 幸雄、片山 侑香里 

８ 会議の主な内容 

 〇 挨拶 

 

 〇 事務局説明 

・みんなでまちづくり会議と草加市みんなでまちづくり自治基本条例について、前回のみんなでまちづくり

会議について） 

 

 〇 本日の会議進行について 熊谷市市民活動センター センター長 生越 康治 氏 

・地域活動はどこでも担い手や後継者、活動資金が課題になるので、前回に引き続き、解決方法や取り組ん

でみるアイディアについて話し合いたい。 

 



 〇 みんなの家 陽だまりの活動について 一般社団法人みんなの保健室 陽だまり 服部満生子 氏 

・２０１５年にみんなの保健室陽だまりを起ち上げ、喫茶店や市民活動センター、社協、薬局などを転々と

しながら活動してきた。 

・高齢化社会に向かうに当たって、地域包括ケアシステムの中で「住み慣れたところで自分らしく暮らす」

ということが大きな目的としてあり、それを住民サイドから取り組もうと始めた。 

・当初は病気の人の支援を考えていたが、開始から約１０年が経過し、実際に来る相談は病気で困っている

ということではなく、暮らしの中のことにプラスして病気や健康についての相談だったので、必要なのは

居場所をつくって簡単に飛び込んでくることができるようにすることだと感じた。 

・２０２０年に一般社団法人になり、拠点を持ちたいと考えて「みんなの家 陽だまり」を開始。一人での

食事が寂しい人のためにランチの日を設けることから始まり、病気かどうかではなく生きがいを健康の一

部として捉え、「何をしたいか」「どう楽しく暮らすか」を中心に考えている。 

・今後はこどもの支援、第３の居場所づくり、世代間交流などについても考えている。 

・これからまた１０年続けていくにはかなりの熱量と資金が必要であり、一緒にやってくれる人を募集して

いる。 

・今は「みんなの家陽だまり」の家賃や光熱費で月に約１０万円がかかる。人件費はなく、場所貸しをして

も稼ぐのは難しい。 

・他のレンタルスペースにあるようなキーボックスを活用すれば、早朝や深夜に貸し出しても鍵開けのため

に来なくても済むのではないかと考えている。 

・福祉や健康に関してはお金を払わなくてもやってもらえる時代で、会費３００円と言っても社会福祉協議

会なら１００円なのにといわれてしまう。また、責任をもって必要だと思われることをやってはいるが、

やったことに対して値段の設定ができないのも悩み。ビジネスとして成り立たせるための仕組みも考えな

ければならない。 

 

〇 会議での共有事項 

・各参加者の自己紹介と活動している内容、こんな活動があれば参加してみたいなどの意見 

参加者１：子ども食堂の手伝い、外国人との交流 

参加者２：子ども食堂など子どもの居場所づくりのためのボランティア活動 

参加者３：精神障害のある人の芸術活動、毎週火曜日にステンドグラス教室 

参加者４：青柳地区の公園や文化センターを有効活用した子どもの居場所づくり 

     都市計画課の円卓会議、町会活動 

参加者５：重層的支援体制整備事業で属性によらない相談支援と支え合いの土壌づくり 

     地域ケアそうかで「みんなの食堂おせんべ」の運営 

参加者６：介護関係で何かしたいと思い、障がい福祉課のまちと人をどうリンクさせるかという講座に参

加、旭町団地の高齢化について 

参加者７：松原団地自治会、オレンジカフェ、老人会、クラウドファンディングによるだんち祭開催 



参加者８：介護予防のウォーキング活動、ひまわりウォーキングの運営 

参加者９：長谷川氏と同様、ウォーキングの指導、子ども向けのバードカービング教室などがあれば 

参加者10：あすまっぷ会、子ども食堂、子ども会では文化センターの協力でサツマイモの苗植えや流しそう

めんなど、夏休みの間だけでもコミセンや公民館のホールを開放してみたらよいのでは 

参加者11：あすまっぷ会、子ども中心の夏祭りを再開 

参加者12：音楽を通じたまちづくり、今様草加宿、六丁若衆会、草の童の会など 

参加者13：第２の人生として社会福祉について勉強中、男性の居場所づくり 

参加者14：まちづくりＮＰＯの事務局のお手伝いなど 

 

──陽だまりの担い手と活動資金、活動のアイディアや事例について── 

・前回、陽だまりでやってみたいことのアイディアとして１７時以降の活用が出ていたので、飲み物と食事

を持ち寄りで資金集めのイベントと交流を行ってみる。 

・新しい動きのある所には若い人が入りやすいので、とにかく動いてみては。 

・自治会では班分けをしていて、４０～５０代の若手の班がありＳＮＳなどを有効活用している。同様に若

い人たちのチームを作ってみてはどうか。 

・イベントの際に若い世代の人にも手伝いを頼んでみてはどうか。最初は嫌だと思っても、やってみたら意

外と楽しいということを感じてもらえれば、担い手が増えていくのでは。 

・心肺蘇生法や人工呼吸など、いざというときに実際に役立つことを教える講習会。 

・以前、埼玉県の住みたい駅ランキングというものがあり、獨協大学前駅がランクインしていた。若い人も

このまちを住みやすいと思ってくれているはずなので、それをイベントに誘う謳い文句にしてみては。草

加は若年層に人気があるので活用していくべき。 

・以前マンションで行っていた芋煮会では、女性は野菜を切る、男性は重い備品を運ぶ、子どもはジュース

を配るといった形で仕事を割り振っており、毎回盛り上がっていた。漠然と何かをお願いするよりも具体

的にこれをやってくれと言われるほうが入りやすいこともあるかもしれない。 

・逆に高齢者を集めることも意識してみては。おじいちゃんおばあちゃんのいるところには必然的に子ども

も集まりやすい。 

・子どもたちに成功体験を与えられる取組。 

・地元の子ども食堂では、中学校の家庭科クラブの学生が部活動の時間に食堂のボランティアに来てくれて

いる。地域の子どもたちともつながりができ、少しずつ地域にも目が向けばよい。 

・子ども食堂を町会・自治会単位、またはブロック単位で支援しているところもあるので、同様に町会、自

治会と連携・協力して、町会費から支援する。それにより町会の加入促進にもなるのでは。 

 

 〇 会議まとめ 熊谷市市民活動センター センター長 生越 康治 氏 

 地域活動はボランタリーであるということを前提にこれまで活動されてきた層と、最初から会費制で人件

費まで生み出す前提の若い世代の層がある。新しく始まってきた地域活動を見ると、こんなやり方があるの



かと驚くこともあり、変化を感じている。なかなか答えの出ないテーマなので、何かひとつ試しにやってみ

て成功だったか失敗だったかの積み重ねも必要となる。今回はみんなの家 陽だまりを実践例としました

が、引き続き皆さんと一緒に話し合っていきたいと思っている。今後もこういった形で、まちづくりの現場

で開催していきたいので、本日の参加者の皆さんの中で「ぜひうちにも来て欲しい」ということがあれば手

を挙げていただきたい。 

 

 〇 その他 

会議後、資金集めのアイディアの実践として有志による「持ち寄りビール会」が開催された。 

おすすめのビール１，２本とおつまみを各自持参 

参加費：一人５００円 

 


